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高商連ニュース 

 

11
月
25
日(

土)

、
26
日(

日)

、
日
本
母
親
大

会
in
山
口
が
開
催
さ
れ
高
商
連
婦
人
部
協
議
会

(

県
婦
協)

を
代
表
し
て
、
近
藤
恵
子(

安
芸
民
商

婦
人
部
部
長)

さ
ん
と
、
水
野
佐
知(

中
村
民
商
婦

人
部
部
員)

さ
ん
の
２
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

『
第
68
回
日
本
母
親
大
会 

in
山
口
に
参
加
し
て
』 近

藤 

恵
子 

 
11
月
25
日
、
バ
ス
２
台
51
名
が
山
口
に
向
け

出
発
。
高
知
県
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
１
８
０

名
、
全
国
で
１
２
、
０
０
０
名
の
参
加
者
で
し
た
。 

中
村
民
商
婦
人
部
員
、
水
野 

佐
知
さ
ん
と
１

泊
２
日
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。 

下
関
市
民
合
唱
団
の
歌
声
で
迎
え
て
い
た
だ

き
、
北
中
子
ど
も
神
楽
（
保
育
園
児
～
高
３ 

14

名
で
活
動
）
力
強
く
も
あ
り
可
愛
さ
も
あ
り
会
場

舞
台
一
杯
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

山
口
県
周
南
市
出
身
の
清
末
愛
砂
さ
ん(

室
蘭

工
業
大
学
大
学
院
教
授
）
の
記
念
講
演
が
あ
り
、

ガ
ザ
南
部
ラ
フ
ァ
ー
難
民
キ
ャ
ン
プ
で『
出
張
ア
ト

リ
エ
』
を
開
き
、
子
供
た
ち
と
絵
を
通
じ
て
触
れ
合

っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
今
そ
の
子
た
ち
が
生
き
て

い
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
聞
き
胸
を
締
め
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

２
日
目
分
科
会
で
は
、『
税
の
使
わ
れ
方
と
社

会
保
障
・
物
価
高
』
に
参
加
。
広
島
民
商
で
47
年

務
め
ら
れ
た
、
河
辺
尊
文
さ
ん
が
助
言
者
。
会
場

か
ら
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
質
問
や
意
見
が
活
発
に

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
使
っ
て
ほ
し
い
税
金
（
子
供

や
福
祉
）
使
っ
て
ほ
し
く
な
い
税
金
（
戦
争
等
）
な

ど
み
ん
な
明
確
に
な
っ
て
な
い
使
わ
れ
方
を
し
て
い

る
と
の
意
見
も
あ
り
、
切
実
な
税
金
問
題
に
疑
問

や
不
満
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
声

を
出
し
合
い
学
び
行
動
を
起
こ
し
要
求
実
現
の
運

動
に
つ
な
げ
よ
う
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

県
連
事
務
局
か
ら 

年
末
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ 

〇
仕
事
納
め 

12
月
28
日(

木) 

〇
仕
事
始
め 

１
月
５
日(

金) 

な
お
、
１
月
６
日(

土)

、
７
日(

日)

、
８
日

(

月
・
成
人
の
日)

も
３
連
休
と
な
り
ま
す
。 

２３年高知県知事選挙結果を受けてのコメント 

米田稔選対本部長 山崎 秀一 

(高知憲法アクション) 

 
投票日翌日県庁前で挨拶する米田陣営諸氏  

 

１１月２６日に投開票された高知県知事選挙結果は、私た

ちにとって極めて厳しいものとなりました。また同日に行わ

れた高知市長選挙も厳しい結果となりました。 

 今回の二つの選挙結果が差し示していることは、一つに

は、いずれも５０％を切る投票率となったことに象徴される

県民のみなさんの「あきらめ感」ではないでしょうか。岸田

政権への支持率１６％に表れているように､今の自公政権に

対する怒りは明確にありながらも、「どうせ変わらない」と

いうあきらめが広がっている現状を改めて感じさせられまし

た｡二つには､その怒りを結集し、あきらめを克服する「もう

一つの選択肢がある」ということを県民のみなさんの間に浸

透させることができきれなかった私たちの力不足を感じない

わけにはいきません。 

 知事選挙に限って言えば、私たちの「岸田政権言いなりの

県政の変革」「県民お一人おひとりが参画する県政の実現」

という訴えは、みなさんに相当程度受け止めていただいたこ

とを実感していますし掲げた政策は正しかったと確信してい

ます。ただ、それを広げきれる時間がなかったこと、市民と

野党の共闘体制ができ上ったとは言いがたい体制でたたかわ

ざるを得ず、結果的に「勝てる候補」と受け止めていただけ

なかったことが、この厳しい得票結果に表れたものと考えて

います。 

 だからこそ明らかなことは、自公という強大な保守勢力と

たたかうためには、やはり市民と立憲野党がきっちりとした

共闘体制を構築し、県民のみなさんに対し、「この勢力であ

れば、ともに政治を変えられる」という希望を指し示す必要

があるということです。 

 来年には実施されることになるであろう衆議院選挙や２５

年の参議院選挙、さらには次期の県知事選挙、高知市長選挙

に向けて、市民と立憲野党の共闘体制を太く、強くする準備

をすすめたいと考えます。 

時間のない中で、したがって決して勝つ確率が高いとは言え

なかった今回の県知事選挙に立候補いただき、温かい人柄で

選挙スタッフをはじめ今回の選挙を共にたたかった人々に勇

気を与えていただいた米田みのるさんに感謝申し上げます。 
 

＊山崎 秀一（やまさき しゅういち） 

  高知憲法アクション創設者の一人 

  元県職労委員長、元自治労県本部委員長 

  現新社会党中央本部書記長 

傍聴に行こう！ 

倉敷民商弾圧事件・禰屋裁判 

１２月２０日（水） 
岡山地裁 １３:３０～１６:３０ 

国税職員２人への証人尋問 
 

参加者募集中！ ８:０１高知発ＪＲで参加予定 

  ※交通費の参加者負担はありません。 

   参加申し込みは民商または県連事務局まで。 
 

無罪判決を求める署名に協力を！ 

第４回公判までに３０万をめざしています。 
＊署名用紙は民商事務局にあります。 

第４回 

公 判 

 

近藤さん (左 )と水

野さん(右) (

12

／
４｢

会

報
あ
き｣

よ
り
）  
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